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６

前
項
の
平
成
二
十
九
年
度
基
金
残
高
不
足
都
道
府
県

は
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
が
第

三
号
に
掲
げ
る
額
に
不
足
す
る
都
道
府
県
で
あ
っ
て
、

当
該
不
足
す
る
額
を
厚
生
労
働
大
臣
に
申
し
出
た
も
の

（
第
二
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
八
年
度
基
金
残
高
不

足
都
道
府
県
を
除
く
。）と
す
る
。

一

平
成
二
十
八
年
度
の
末
日
に
お
け
る
財
政
安
定
化

基
金
の
残
高

二

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

平
成
二
十
九
年
度
中
に
都
道
府
県
が
法
第
百
四

十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
財
政
安
定
化
基
金

に
繰
り
入
れ
る
額
の
見
込
額
（
前
項
の
規
定
を
適

用
し
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
同
年
度
に
お
い
て
見

込
ま
れ
る
額
と
す
る
。）

ロ

平
成
二
十
九
年
度
中
の
都
道
府
県
内
の
各
市
町

村
の
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
見
込
額
（
同
年
度

に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
額
と
す
る
。）の
総
額

ハ

平
成
二
十
九
年
度
中
の
法
第
百
四
十
七
条
第
七

項
に
規
定
す
る
収
入
の
見
込
額
（
同
年
度
に
お
い

て
見
込
ま
れ
る
額
と
す
る
。）

〇
会
計
検
査
院
規
則
第
八
号

会
計
検
査
院
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
三
号
）

第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
算
証
明
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日

会
計
検
査
院
長

河
戸

光
彦

計
算
証
明
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

計
算
証
明
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
会
計
検
査
院
規
則
第

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
の
項
中

「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
三
項
」に
、

「
第
五
条
第
一
項
本
文
」
を
「
第
八
条
第
一
項
本
文
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

三

次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

イ

平
成
二
十
九
年
度
中
の
都
道
府
県
内
の
各
市
町

村
に
対
す
る
基
金
事
業
交
付
金
の
見
込
額
（
同
年

度
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
額
と
す
る
。）の
総
額

ロ

平
成
二
十
九
年
度
中
の
都
道
府
県
内
の
各
市
町

村
に
対
す
る
基
金
事
業
貸
付
金
の
見
込
額
（
同
年

度
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
額
と
す
る
。）の
総
額

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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